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複 雑 性 尿 路 感 染症 に お け るCefpiramide(SM-1652)の 臨 床 的 検 討

藤 村 宣 夫 ・湯 浅 健 司 ・大 森 正 志 ・黒 川 一 男

徳島大学泌尿器科

泌尿器科領域の複雑性尿路感染症20例 にCefpiramide(CPM,SM-1652)を 使用し,次 のよう

な成績を得た。

1) 投与方法は1,000mgま たは2,000mgを1日1回 点滴投与 し,投 与 日数は5日 間とした。

2) 臨床成績は20例 中,著 効4例,有 効9例,無 効7例 で有効率65%は であった。

投与量別有効率は1日1,000mg群 は42.9%,1日2,000mg群 は76.9%で あ った。

3) 細 菌学的効果は29株 中,消 失15株(52%),減 少3株,不 変11株 であったが,P.aeruginesa

は6株 中5株(83%)の 消失をみた。

4) 副作用は何 ら認められなかった。

以上の結果 より,泌 尿器科領域の複雑性尿路感染症 に対 す る本剤の有効性 と安全性が確認され

た。

Cefpiramide(CPM,SM-1652)は7-ACAの 基 本骨

核の7位 側鎖にhydroxypyridine環,3位 側鎖にtetra-

zol環 を もつ新規のcephem系 抗生物質で,本 剤の特徴

はグラム陽性菌とグラム陰性菌に幅広い抗菌力を有 し,

しか もPseudomonas属 に優れている こ とと1),静 注

投与された場合,血 、中濃度が既存 のcephem系 抗生物

質中最も高 く,し かも半減期が4～5時 間と長いことで

ある2)。

尿中排泄は20～30%と 低 いが,1,000mg点 滴投与

にて最高500μg/mlの 尿中濃度が得られ,12時 間以降

も50μg/mlを 示 すことから,こ の生物学的排泄動態が

臨床成績にどのように反映 され るか とい う期待のもと

に,住 友化学工業(株)か ら薬剤の提供を受け,泌 尿器科

領域の複雑性尿路感染症に使用 した。

CPMの 化学構造式は次のとお りである(Fig.1)。

Fig. 1 Chemical structure of CPM

1. 対象患者および投与方法

対象患者は昭和56年2月 から昭和56年9月 までの間

に徳島大学医学部付属病院泌尿器科に入院していた複雑

性尿路感染症を有する20例 で,疾 患の内訳は慢性腎孟

腎炎8例,慢 性下部尿路感染症12例(膀 胱炎8例,前

立腺床炎4例)で ある。

基礎疾患についてみると,慢 性腎孟腎炎8例 では腎結

石4例,膀 胱腫瘍3例,尿 管狭窄1例,慢 性下部尿路感

染症12例 では前立腺肥大症8例,膀 胱腫瘍3例,尿 道

外傷1例 であった。

性別は男子15例,女 子5例 で,年 齢は39歳 から79

歳(平 均59.7歳)で あった。

投与方法は1目1回1,000mgを 点滴静注したものが

7例,1日1回2,000mgを 点滴静注したものが13例

で,全 例5目 間投与した。

II. 臨 床 成 績

1. 症 例

1) 慢性腎孟腎炎(Table1)

8例 屯 著効3例,有 効3例 無効2例 で 有効率は

75%で あった。無効の2例 は,い ずれもUTI疾 患病態

群別の5群(混 合感染,カ テーテル留置例)に属 する症

例であった。

投与量別では,1目1,000mg投 与群の2例 は有効と

無効,1日2,000mg投 与群の6例 では著効3例,有 効

2例,無 効1例 であった。

2) 慢性下部尿路感染症(Table2)

12例 中,著 効1例,有 効6例,無 効5例 で有効率は

58.3%で あ った。 無効の5例 は前立腺摘出術後の前立

腺床炎が2例,混 合感染例の5・6群 が2例,カ テーテ

ル留置例の1群 が1例 で,3群 と4群 の症例は含まれて

いなかった。

投与量別では,1日1,000mg投 与群の5例 では有効2

例,無 効3例(有 効率40%),1日2,000mg投 与群の7

例 では著効1例,有 効4例,無 効2例(有 効率71.4%),
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Table 4 Overall clinical efficacy of CPM classified by type of infection

Table 5 Clinical efficacy of CPM classified by dosage

Table 6 Bacteriological response
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であった。

以上,全 体では20例 中,著 効4例,有 効9例,無 効

7例 で総合有効率は65%で あ った(Table3)。

次に,UTI疾 患病態群別の有効率は単独感染群では

11例 中,著 効4例,有 効4例,無 効3例 で72.7%,混

合感染群では9例 中,著 効例はなく,有 効5例,無 効4

例で55.6%で あった(Table4)。

また,投 与量別の有効率は1日1,000mg投 与群では

7例 中,著 効例はなく,有 効3例 無効4例 で42.9%,

1日2,000mg投 与群では13例 中,著 効4例,有 効6例,

無効3例 で76.9%で あった(Table5)。

2. 細菌学的効果(Table6)

CPM投 与前 に分 離 され た29株 中,消 失15株

(51.7%),減 少3株,不 変11株 であった。

菌種別ではS.marcescensが7株 と最も多かったが,

減 少2株,不 変5株 であった。

次いで,P.aeruginosaの6株 で は消失5株,不 変

1株,S.faecalisの4株 は消失1株,不 変3株,E.celi

の3株 は消失1株,減 少1株,不 変1株 であった。

以下,P.mirabilisの3株,Enterobactersp.の2

株,P.morganii,K.Pneumoniae,P.alcaligenesの

各1株 は いずれも消失したが,A.anitratusの1株 は

不変であった。

また,CPM投 与後に新たに出現した菌は,K。Pneu-

moniae,E.coli,P.mirabilisの 各1株 であった(Table

6)。

III. 副 作 用

副作用については,自,他 覚症状の出現 したものは1

例 もな く,臨 床検査値においても血液像,肝,腎 機能検

査で本剤の影響と考える異常値は全 く認められなかった

(Table7)。

IV. 考 案

CPMの 特徴はP.aeruginosaに 対 して強い抗菌力

を有することと,血 中半減期が4～5時 間と長いこと2)

か ら,1日1回 投与でも臨床効果が充分期待されること

である。

今回 われわれは,本 剤の特徴を臨床的に検討するた

めに,泌 尿器科領域の複雑性尿路感染症に対 して1日1

回投与法を試みた。

投与方法は,こ のstudyの 前半期には1日1,000mg,

後 半期には2,000mgを 投与することによってdose res-

ponceに 対 する検討も併せて行なった。

総合臨床効果は20例 中,著 効4例,有 効9例,無 効

7例 で,有 効率は65%で あ った。

はじめに,投 与量別の有効率についてみると
,1,000

mg投 与群は7例 中,著 効例はなく,有 効3幌 無効4

例 で42.9%の 有効率であったのに対して,2,000mg投

与群では13例 中,著 効4例,有 効6例,無 効3例 で

76。9%と 高い有効率が得られ,明 らかaedoseresponce

が認められた。

次に,投 与量とUTI疾 患病態群別の効果との関係に

ついてみると,1,000mg投 与群は全例1,2 ,5,6群

の重症度の高い疾患に投与されてお り,2,000mg投 与

群では重症度の低い3,4群 の疾患7例 では100%の 有

効率を示 し,5,6群 で も6例 中,3例 に有効例がみられ

ることか ら,留 置カテーテル症例および混合感染症例に

は1日2,000mg以 上,そ の他の単独感染症には1日

1,000mg以 上 の投与が必要と推察される。

また,菌 種別の有効 率では,P.aeruginosa症 例で6

例中著効1例,有 効4例,無 効1例 と83.3%の 高い有

効率が得られたことは,本 剤のP.aeruginosaに 対す

る抗菌力の強さを立証するに充分な成績であった。しか

し、S.marcescensに 対する抗菌力は必ずしも,充 分な

ものではなかったが,そ の結果を反映して,7例 中,著

効例はなく,有 効2例,無 効5例(有 効率28.5%)と

不 満足な成績であった。しかし,有 効の2例 は,と もに

1日2,000mg投 与例であったことか らみて,さ らに投

与量,投 与間隔な どの検討によってS.marcescensの

症例に対する本剤の有用性が期待される。

また,こ のstudy20例 中,S.marcescens症 例が7

例 も含まれていたが,ち なみに,こ れらを除いた有効率

は84.6%(著 効4例,有 効7例,無 効2例)と 高く,

以上のことから,投 与症例の適正な選択ならびに投与量

の充分な設定によって有効性をさらにたかめることが可

能と考えられる。

副作用については,憂 慮すべきことは何ら認められな

かった。

以上,泌 尿器科領域の域複雑性尿路感染症にCPMを

使用し,本 剤の有効性,安 全性,有 用性を確認すること

ができた。
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CLINICAL STUDY OF CEFPIRAMIDE (SM-1652) IN

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

NOBUO FUJIMURA, KENJI YUASA, MASASHI OHMORI

and KAZUO KUROKAWA

Department of Urology, School of Medicine, The University of Tokushima

1) Cefpiramide (CPM, SM-1652) was administrated to 20 cases diagnosed as complicated urinary
tract infection. All patients received drip infusion of 1, 000 mg or 2, 000 mg (once a day) for 5 days.

2) Clinical results were excellent in 4 cases, moderate in 9 cases and poor in 7 cases resulting
in totally 65% of overall effectiveness rate.

3) In bacteriological response, eradication of organisms resulted in 15 (51. 7%) and persistence in
14 out of 29 strains.

4) No side-effect was in this series.


